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デ

ー

タ

化

に

よ

る

修

験

道

美

術

の

再

現

―

‐
英
彦

出
今
熊
野
窟
を
中
心

Ｔ

Ｉ

は
じ
め
に

福
岡
県
に
あ
る
実
彦
山
今
熊
町
稿
（通
称
　
党
字
が
岩
）
に
は
錬
倉
時
代
に
制
作

さ
れ
た
苦
薩
形
店
崖
石
化
と
　
直
径
が
二
～
二

ｍ
前
後
に
お
よ
ぶ
三
つ
の
月
輸
大

■
字
が
追
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
像
名
　
像
主
　
順
文
　
制
作
年
の
全
て
を

有
す
る
全
国
で
も
希
な
店
崖
石
仏
で
あ
る
。

層
崖
石
化
が
存
在
す
る
岩
壁
に
は
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

幕
禎
三
年
全
　
一

二
七
）
に
阿
弥
陀
二
専
と
月
輸
大
生
字
寺
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

現
在
仏
像
に
つ
い
て
は

一
林
し
か
岩
皆
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。

阿
弥
に

三
尊
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、

残
さ
れ
た
石
化
は
主
尊
向
か
っ
て
た
に
位
置
す

る
勢
三
苦
に
だ
と
考
え
ら
れ
る
（図
１
）
。

阿
弥
陀
如
来
像
と
向
か

っ
て
有
の
脇
件

で
あ
る
観
者
菩
薩
像
は
同
岩
壁
か
ら
欠
損
し
て
お
り
、

付
近
に
は
約
二
ば
の
二
つ

の
岩
石
が
散
在
し
て
い
る
（図
２
）
。

一
九
人
三
年
頃
、

塔
崖
石
仏
か
ら
約
二
〇

ｍ
下
の
谷
底
か
ら
昔
薩
形
石
“
（図

３
）
が
発
兄
さ
れ
、

現
在
は
こ
屋
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
仏
は
岩
壁
の

知

足
　
美
加
子

暗
崖
石
仏
と
ス
ケ
ー
ル
が
相
似
し
て
お
り
、

崩
落
位
置
か
ら
し
て
も
阿
弥
陀
三
草

の
内
の
観
音
菩
薩
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石
仏
は
授
屋
の
風
通
し
の
悪

さ
か
ら
、

徴
に
よ
る
侵
食
が
進
ん
で
い
る
。

今
持
野
倉
に
は
こ
れ
ら
の
音
に
像
を

脇
侍
と
す
る
阿
弥
陀
如
来
像
が
配
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

主
車
の
遺
物

が
遺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

阿
弥
陀
三
尊
と
し
て
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
な
い
。

近
年
急
速
に
風
化
　
劣
化
が
進
ん
で
お
り
　
崩
落
岩
石
の

一
つ
は
数
年
内
に
落
下

し
た
も
の
で
あ
る
。

早
急
な
保
存
　
修
複
が
望
ま
れ
る
が
、

そ
の
具
体
的
日
処
は

立

っ
て
い
な
い
。

本
研
究
は
破
損
が
進
む
実
彦
山
今
熊
野
倉
の
修
験
道
造
形
美
術
に
つ
い
て
　
三

次
元
立
体
計
測
を
用
い
て
調
査
　
分
析
し
　
保
存
に
向
け
た
足
掛
か
り
を
作
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、

磨
崖
石
仏
と
崩
落
し
た
岩
石
辞
を
３
Ｄ

合
〓
８
と
【〓
留
り「骨
ｏ
一
デ
ー
タ
化
お
よ
び
立
体
プ
リ
ン
ト
し
、

再
構
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
破
損
以
前
の
全
体
像
を
復
元
す
る
。
こ
れ
を
阿
弥
陀
二
革
の
千
在
を

実
乱
す
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。
ま
た
本
研
究
は
　
岩
壁
に
残
さ
れ
た
銘
文
や
月

輸
大
発
字
に
つ
い
て
も
計
測
を
行
い
、

実
彦
山
修
吸
道
の
芸
術
的
観
点
か
ら
文
化
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観
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第

一
章
で
は
英
彦
山
に
お
け
る
今
熊
野
窟
の
文
化
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

環

境
と
の
関
係
か
ら
分
析
を
行
う
。

第
二
章
で
は
、

砦
崖
面
に
残
さ
れ
た
者
薩
像
、

銘
文
、

覆
屋
の
観
≡
像
、

磨
崖
面
周
辺
の
崩
落
岩
石
に
つ
い
て
の
こ
次
元
計
測
結図3くEE内 の書蔭検〉

果
を
立
体
出
力
し
、

阿
弥
陀
三
尊
像
を
中
心
に
班
損
前
の
今
熊
野
窟
暗
崖
石
仏
群

の
有
り
様
を
探
る
。

第
二
章
で
は
、

高
所
に
あ
る
月
輪
大
寛
年
に
つ
い
て
画
像
処

理
に
よ
る
３
Ｄ
デ
ー
タ
化
を
行
い
考
察
を
行
う
。

文
献
資
料
の
乏
し
い
英
彦
山
今

熊
野
徳
磨
崖
石
仏
に
つ
い
て
、

残
さ
れ
た
造
形
物
の
実
測
か
ら
制
作
当
時
の
状
況

の
再
現
を
試
み
た
い
。

第

一
章
　
英
彦

山

に
お
け

る
今
熊

野
窟

英
彦
山
は
羽
黒
山
（山
形
県
）
、

熊
野
大
峰
山
（奈
良
県
）と
と
も
に
日
本
三
大
修

験
山
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
と
廃
仏
毀
釈
、

修

願
道
禁
止
令
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
伝
統
が
進
絶
え
て
い
る
。

明
治
期
に
仏
敦
に
関
わ

る
文
化
財
の
多
く
は
山
内
か
ら
流
出
、
も
し
く
は
人
為
的
に
破
壊
さ
れ
た
。

英
彦

山
の
中
拒
に
あ
る
高
さ
約
七
　
九

ｍ
の
宣
憧
印
塔
（文
化
十
四
年
、

豪
潮
律
師
制

作
Ｘ
図
４
）
は
、

塔
の
中
心
部
に
刻
ま
れ
て
い
た
覧
字
を
削

っ
て

「嬌
」
の

一
年

を
入
れ
、

塔
の
腰
部
を
と
り
ま
い
て
い
る
蓮
華
の
花
び
ら
（反
り
花
）
に
亀
の
甲
羅

の
模
様
を
付
け
、

廃
仏
毀
釈
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
あ

つ
て
、

今
熊
野
窟
の
磨
崖
石
仏
が
、

錦
文
と
共
に

残
存
し
て
い
る
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ
る
。

今
熊
野
篇
の
幕
禎
三
年
銘
磨
崖
仏

に
つ
い
て
先
駆
的
な
研
究
を
行

っ
た
人
尋
和
泉
は
、

こ
れ
ら
の
磨
崖
仏
は
二
つ
の

大
き
な
意
味
を
も

つ
て
い
る
と
し
た
。
ひ
と
つ
は
在
銘
磨
崖
石
仏
の
少
な
い
中
で
、

こ
の
頃
の
仏
像
（本
彫
仏
も
含
む
）
の
制
作
時
期
判
断
の
基
準
を
提
供
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
鎌
官
時
代
前
期
の
英
彦
山
文
化
の
あ
り
方
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

修
残
道
は
口
伝
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
た
た

図2て腕落岩石群)

図1 く今熊野宮苦薦ゆ
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が
京
都
に
三
所
権
現
を
勧
請

し
、

今
熊
野
神
社
を
作
っ
た
こ
と
に
捕
を
発
し
て
い
る
。

養
和
元
年
全

一
人
③
）

に
、

上
皇
は
こ
の
神
社
に
対
し
て
全
国
の
を
図
二
人
力
所
を
寄
進
し
た
。

そ
の
う

ち
の

一
つ
に

「豊
前
国
彦
山
」
が
あ
り
、

熊
野
信
抑
が
英
彦
山
に
入
っ
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
て
い
程
。

英
彦
山
に
は
北
岳
、

中
岳
、

南
岳
の
二
つ
の
峰
が
あ
り
、

解
高
は

一
一
九
九

ｍ

で
あ
る
。

今
熊
野
倉
が
あ
る
発
字
が
岩
谷
は
、

高
岳
七
合
目
付
近
に
存
在
す
る
。

複
数
の
霊
場
が
存
在
す
る
英
彦
山
に
お
い
て
、

高
岳
に
阿
弥
陀
二
尊
を
い
心
と
す

る
仏
教
的
造
形
物
が
刻
ま
れ
た
理
由
と
は
何
で
あ
ろ
う
。

英
彦
山
に
は
巨
岩
や
窟

そ
の
も
の
を
ご
神
体
と
す
る
自
然
信
仰
が
存
在
し
、

今
熊
野
窟
の
よ
う
に
大
規
模

な
彫
刻
を
施
し
て
い
る
事
例
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
衛
は
英
彦
山
に
お
い
て
、

熊

野
信
仰
と
の
関
係
性
構
築
を
契
楼
と
し
た
特
殊
な
造
形
的
事
例
で
あ
る
。

本
地
垂

逆
と
い
う
観
合
上
は
、

北
岳
が
阿
弥
陀
如
来
、

中
岳
が
千
手
観
音
、

市
岳
が
釈
迦

如
来
を
本
地
仏
と
す
る
。

後
述
す
る
が
今
熊
野
宿
に
は
こ
れ
ら
話
化
の
道
形
が
存

在
し
て
お
り
、

英
彦
山
の
仏
教
的
世
界
観
が
集
中
的
に
表
現
さ
れ
た
場
所
と
い
え

Ｚつ
。高

岳
に
今
熊
野
窟
が
配
さ
れ
た
理
由
は
、

三
峰
の
配
置
や
本
地
垂
逆
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

位
置
的
な
左
右
の
優
劣
に
注
目
す
る
な
ら
ば
　
私
像
の
脇
倍
の
場
合

は
向
か
っ
て
右
が
優
位
と
い
わ
れ
て
い
る
。

英
彦
山
の
場
合
、

高
岳
は
中
岳
参
道

よ
り
向
か
っ
て
右
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、

仏
教
的
な
文
脈
に
お
い
て
、

石
を
重

ん
じ
て
高
岳
に
今
熊
野
窟
を
配
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

英
彦
山
に
お
い
て
は
、

向
か
っ
て
左
に
位
置
す
る
北
岳
が
最
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

英
彦

山
中
岳
山
頂
の
上
宮
神
殿
に
二
峰
の
神
が
合
祀
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
央
に
は

「
北
岳
」
の
祭
神
で
あ
る
天
忍
植
Ｔ
命
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
北
岳
の
本
地
仏

は
町
弥
陀
如
来
で
あ
り
、

こ
の
意
図
を
押
す
な
ら
ば
阿
弥
陀
三
尊
像
は
北
岳
に
関

連
し
て
造
形
を
行

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

高
岳
の
今
熊
野
窟
に
道
形
を
施
し
た
の
は
、

本
地
垂
辺
や
左
右
配
恒
の
優
劣
と
い
っ
た
思
考
よ
り
も
重
要
視
す
る
根
拠
が
あ
る
、

と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

北
岳
　
南
岳
は
呼
称
に
も
閲
わ
ら
ず
、

高
岳
か
ら
み
る
と
北
岳
は
東
北
東
（方

位
角
六
三
度
）
に
あ
り
、

位
置
的
に
は
南
北
で
は
な
く
に
は
東
西
に
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
は
道
教
の
星
辰
信
柳
（北
極
星
、

北
斗
七
星
に
対
す
る
信
仰
）
に
お
け
る
北

方
位
を
重
ん
じ
る
思
想
と
、

太
陽
信
仰
を
元
に
日
が
昇
る
東
方
位
を
重
ん
じ
る
思

想
が
北
岳
を
通
じ
て
結
び
つ
い
た
、
と
い
う
説
が
な
狂
。

実
彦
山
の
名
前
の
出
来

が
、

天
照
大
神
の
子
で
あ
る
天
忍
穂
耳
命
、

つ
ま
り

「
日
の
子
」
か
ら
来
て
い
る

こ
と
を
考
え
て
も
、

英
彦
山
修
験
者
が
太
陽
や
星
と
い
っ
た
天
体
の
動
き
に
意
識

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

彼
ら
に
と

っ
て
、

太
陽
の
動
き
は
信
仰
上
の

図4 療 潮得師 《宝底印培〉
II 約 12m 1817年

め
、

文
献
資
料
が
少
な
い
。

今
熊
野
績
の
道
形
美
術
は
、

英
彦
山
修
験
道
の
精
神
世
界

を
考
察
す
る
た
め
の
重
要
な

手
掛
か
り
と
い
え
る
。

英
彦
山
に
熊
野
信
仰
が
入

っ
た
経
緯
は
、

永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
に
後
白
河
法
皇
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世
界
観
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
山
伏
連
が
西
方
位
に
位
置
す
る
南
岳
に
、

阿

弥
陀
化
の
西
方
極
楽
浄
上
を
佃
想
し
た
可
能
性
は
高
い
。

今
熊
町
偵
は
　
実
い
に

日
が
た
む
前
ｊ
を
阿
弥
に
浄
■
の
空
班
と
し
、

“
法
を
残
す
た
め
の
進
形
的
掌
世

と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第

二
】
　
磨
注
仏

の
３
Ｄ
計
測
と
考
察

一　
計
列
方
法

調
査
地
　
■
字
が
岩
谷
は
、

中
岳
中
腹
に
あ
る
奉
弊
殴
か
ら
　
高
白
の
大
南
神

社
に
向
か
っ
て
二
肺
柱
山
道
を
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

抗
■
が
■

へ
の
金
り
Ｈ

に
は
鳥
居
が
あ
り
、

約
六
〇

ｍ
続
く
全
，
追
は
中
ｔ
に
あ
る
覆
屋
ま
で
続
い
て
お

り
、

そ
の
先
は
鎖
場
を
上
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

獲
民
か
ら
月
輸
大
発
字
と
は

性
仏
が
刻
ま
れ
て
い
る
宏
山
岩
（火
山
培
）ま
で
の
高
さ
は
約
二
〇

ｍ
で
あ
る
。　

一

九
九

一
年
の
台
瓜
被
告
や
共
■
気
象
に
よ
る
大
市
で
　
を
と
石
仏
に
辿
り
矛
く
ま

で
の
鎖
場
を
倒
木
が
進
っ
て
お
り
、

ロ
ー
プ
を
張
リ
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
接
等
の
機

材
を
人
力
で
運
び
上
げ
た
。

お
岩
が
地
表
で
硬
化
し
た
安
山
岩
は
堆
積
岩
よ
り
瓜

化
し
に
く
い
と
い
わ
れ
る
が
　
近
年
の
民
■
気
象
は
■
字
が
■
谷

一
村
の
環
境
を

悪
化
さ
せ
て
い
る
。

ポ
ー
タ
ブ
ル
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
計
刑
は
　
口
Ｘ
＞
∽
の
＞
Ｚ
（命
る
，Ｓ
【日
Ｘ
四

５
）を
使
用
す
る
。
こ
の
ス
キ
ャ
ナ
は
、

反
射
タ
ー
タ
ッ
ト
シ
ー
ル
か
ら
山
ら
の

位
置
を
記
記
し
、

十
年
の
レ
ー
ザ
ー
か
ら
表
面
形
状
の
ポ
リ
ゴ
ン
全
一一角
形
の
組

み
合
わ
せ
で
物
体
を
表
現
す
る
要
素
）を

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
■
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

生
成
す
る
。

■
測
対
象
に
●
行

一
Ｃｎ
の
反
州
タ
ー
タ
ッ
ト
シ
ー
ル
を

一
〇

Ｃｍ
門
方

間
隔
に
貼
り
付
け
る
た
め
、

直
接
触
る
こ
と
が
で
き
な
い
国
ｉ
文
化
財
等
の
計
測

に
は
不
向
き
で
あ
る
。
し
か
し
古
冊
惚
度
の
デ
ー
タ
を
取
作
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
ス
キ
ャ
ナ
で
計
測
で
き
な
い
高
所
の
月
輸
大
発
■
は
　
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
た

者
一均
一
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
ン
カ
∪
Ｓ
〓

３
常
Ｓ
ｃ
を
使
用
し
て

画
像
を
撮
影
す
る
。

複
数
の
視
点
か
ら
■
杉
さ
れ
た
画
像
を
ツ
フ
ト
に
よ
っ
て
立

体
制
成
し
　
３
Ｄ
計
形
状
の
デ
ー
タ
を
仲
る
．

調
査
対
象
は
、

以
下
の
Ａ
ヽ
Ｅ
の
五
つ
で
あ
る
。

い
岩
壁
に
な
さ
れ
た
者
薩
像
と
周
辺
部
（凹
１
）

仰
戒
４
内
に
よ
付
さ
れ
て
い
る
加
旅
■
打
上
の
■
雌
換
と
川
辺
部
（田
３
）

０
岩
壁
の
苦
産
像
手
前
に
崩
落
し
て
い
る
岩
石
の
正
面
と
■
間
（図
６
）

ＩＤ‐
岩
壁
の
音
薩
像
山
か
っ
て
と
の
銘
文
（図
７
）

口
■
つ
の
月
輸
大
■
午

（円

８
）

対
象
Ｄ
の
崩
落
岩
石
は
実
行

き
が
約
二

ｍ
で
　
岸
の
途
中
に

と
て
ら
れ
た
技
Ｆ
内

（ト
タ
ン

製
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ

平

れ
で
な
い
地
盤
に
せ
て
る
必
要

が
あ

っ
た
た
め
か
　
粧
圧
内
の

岩
有
用
り
に
空
間
が
殆
ど
な
く

普
に
像
向
か
っ
て
左
側
面
の
と

中
か
ら
ス
キ
ャ
ナ
用
機
材
が
入

□5〈ポータブルスキャナ)
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ら
な
い
。

ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
計
測
は
常

能
像
の
あ
る
Ｆ
而
と
左
側
面
の
手
前
か

ら
約

一
ｍ
の
部
分
の
み
と
な

っ
た
。

そ

こ
で
、

複
数
の
角
度
か
ら
殺
屋
内
の
岩

石
の
撮
影
を
行

い
、

回
像
処
理
に
よ

っ

て
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
作
成
を
試
み
た
。
し

か
し
採
光
の
条
件
が
部
分
に
よ

っ
て
果

な
る
こ
と
と
　
至
近
距
離
の
撮
影
に
よ

る
画
像
の
歪
み
か
ら
画
像
同
士
の
連
絡

が
難
し
く
　
有
効
な
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
よ

っ
て
ポ

ー
タ
ブ
ル
ス
キ
ャ
ナ
の
ヤー
測
村
果
の
み

で
術
架
し
た
形
状
を
信
取
で
き
る
デ
ー
タ
と
し
た
。

二
　
銘
文
の
解
読

対
象
０
の
計
測
結
果
を
元
に
、

岩
壁
の
苦
薩
像
向
か

つ
て
左
の
鈴
文
の
解
説
を

行

っ
た
（図
９
）
。
こ
の
銘
文
は
鎌
倉
時
代
の
実
彦
山
を
語
る
重
要
な
文
章
で
あ
る
。

判
読
不
能
文
字
の
推
定
部
分
は
、

根
来
昭
仁
こ

九
八
三
）
と
八
尋
和
泉
全

九
人

七
）
が
解
読
し
た
先
行
研
（殖

を
参
考
に
し
て
い
る
（□
で
表
示
し
た
後
の
括
孤
内
表

記
）。
根
来
が
拓
本
し
た
も
の
か
ら
人
手
の
解
読
は
四
年
を
経
て
お
り
、

判
読
で

き
な
い
文
字
が
五
年
増
え
て
い
る
。

後
者
の
解
読
か
ら
二
六
年
経
た
現
在
、
３
Ｄ

デ
ー
タ
化
さ
れ
た
銘
文
を
多
角
度
か
ら
観
察
し
判
読
で
き
た
も
の
が
二
文
字
あ
る

（下
組
部
で
表
示
）
。

来
体
午
と
し
て

「彫
」
は
労
を

「久
」
、

「付
」
は

「
ホ
」
に 団9(銘 文の3Dデ ータ)



近
い
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

大
勧
進
金
船
子

奉
書
有

一
年
三
社
如
□
□
（法
経
）

奉
造
石
面
阿
所
蛇
ニ
ロ
（革
）

奉
建
立
三
所
植
現

本
彫

〈具
体
字
〉
石
面
月
備
発
年
大
□
（日
）

右
志
者
お
惜
壊
春
師
長

貴
蟻
竪
寺

〈果
作
字
〉
後
生
菩
提
及
□
（三
）

平
等
利
益
■
葦
如
作

嘉
禎
三
年
浅
次
丁
百
六
月
十
日
（根
来
は

「九
」
八
畢
は

「
五
し
日

発
筆
両
界
院
門

金
尉
昴
子
情
（人
尋
は

「像
し

砂
文
房

銘
文
下
部
が
破
損
し
て
い
る
が
、

辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
九
行
日
最
後
の
文
字

を
底
辺
と
考
え
る
と
、

高
さ
約
七
九
ｘ
幅

一
二
五

ｍ
の
長
方
形
の
問
に

一
二
行
に

わ
た
り
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
３
Ｄ
デ
ー
タ
上
の
計
測
結
果
は
銘
文
表
面
の
形

状
の
み
な
ら
ず
、

拓
本
で
は
表
せ
な
い
彫
り
の
深
さ
を
表
現
す
る
こ
と
に
新
規
性

が
あ
る
。

銘
文
二
行
日

「
一
争
三
社
如
（法
経
こ

の

「如
」
、

三
行
日

「
阿
弥
陀

一ス
尊
こ

の

「
一こ
、

五
行
日
の

「月
輪
究
字
大
（日
と

の

「大
」
は
、

上
部
か

ら
の
ア
ン
グ
ル
で
観
察
し
判
読
し
た
。

「春
書
篤

一
年
二
札
（如
法
経
こ

と
い
う
文
章
に
は
、

三
社
し
な
が
ら

一
字
普

く
と
い
う
制
作
者
連
の

「行
為
」
が
銘
文
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

こ
の
行
為
の
記
録
に
よ

っ
て
、

対
象
へ
の
長
敬
や
信
抑
の
深
さ
を
思
い
は
か
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
文
章
の
後
半
は
、

根
来
に
よ
る
と

「法
華
紙
を
ぎ
写
し
（埋

経
し
た
こ

と
解
説
さ
れ
、

「今
無
野
窟
の
岩
壁
か
、

あ
る
い
は
付
近
に
絡
塚
が
営

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
峻
し
て
い
る
」
と
分
析
さ
れ
て
い
狂
。

筆
者
は
こ
の
記
述

を
裏
付
け
る
も
の
を
探
索
す
る
た
め
、

三
つ
の
月
捕
大
発
字
の
中
央
の
策
字
（胎

蔵
界
大
日
如
来
）
の
下
部
に
あ
る
窟
（現
在
は
直
接
登
る
ル
ー
ト
は
な
い
）
に
つ
い

て
空
張
を
試
み
た
。

動
画
撮
影
か
ら
窟
内
に
約
五
〇
前
の
物
体
を
確
認
し
た
た
め
、

後
回
路
査
を
行
っ
た
。
し
か
し
こ
の
岩
石
は
倉
の
床
面
と

一
体
化
し
た
岩
石
で
あ

り
、

埋
経
と
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
岩
石
に
つ
い
て
の
考
察
は
、

第
二
章

に
譲
り
た
い
。

建
築
物
の
中
に
三
所
権
現
を
喜

っ
た
と
い
う

「春
燈
立
三
所
権
現
」
と
い
う
文

章
か
ら
、

今
推
野
衛
に
本
地
垂
辺
の
思
想
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
阿
弥
陀
二
↓
と
月
姉
大
統
字
制
作
つ
い
て
は
、

そ
の
前
後
に
別
行
を
設
け
て
記

さ
れ
て
お
り
、

前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、

今
熊
野
窟
の
全
て
が
本
地
垂
辺
を
意
図

し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
３
Ｄ
デ
ー
タ
に
よ
る
阿
弥
陀
三
お
像
の
分
析

（
こ
町
弥
陀
二
離
で
あ
る
か
ど
う
か

対
象
的
～
０
の
な
計
測
絡
呆
を
３
Ｄ
デ
ー
タ
で
表
現
し
、

岩
壁
の
者
薩
像
的
と

崩
落
岩
石
０
　
０
の
関
係
に
つ
い
て
、

二
次
元
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
処
理
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア

「力
８
宮
軒
ヨ
」
内
で
考
察
を
行

っ
た
。
さ
ら
に
各
計
洲
結
果
を
、

実
測
八

分
の

一
ス
ケ
ー
ル
で
立
体
ブ
リ
ン
タ
Ｉ
Ｎ
】
“ユ
９
８
景
∞
∪
の
あ
け
ヨ
Ｃ
に
よ

っ
て

出
力
し
、

岩
石
同
と
の
組
み
合
わ
せ
等
を
検
証
し
た
。
ま
す
、

首
薩
像
内
向
か
っ

- 8 1 -



て
右
上
部
分
に
二
重
の
輪
光
の
撤
刻
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
覆
屋
内
の
書
薩

像
０
の
光
背
（舟
形
挙
身
光
）と
比
べ
る

と
、

曲
線
の
ア
ー
ル
や
ス
ケ
ー
ル
が
大

き
い
。
よ
っ
て
こ
の
特
光
は
警
薩
像
０

の
も
の
で
は
な
く
、

よ
り
大
型
の
仏
像

（阿
弥
陀
如
来
像
）
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
ま
っ
た
。

次
に
、

崩
落
岩
石
０
に
残
る
線
刻
と

警
薩
像
い
の
光
背
の
線
刻
に
注
目
す
る
。

苦
薩
像
的
の
岩
石
、

書
薩
像
０
の
岩
石

を
合
わ
せ
た
上
に
、

筋
落
岩
石
０
を
反

時
計
回
り
に
四
五
度
回
転
し
組
み
合
わ

せ
る
と
、

蓄
薩
篠
的
の
下
妻
と
舟
形
挙
身
光
の
線
刻
が
、

０
の
線
刻
と
正
確
に
栄

が
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
（図
１０
）
。
こ
の
配
置
で
、

立
体
プ
リ
ン
ト
し
た
的
０
０
を

組
み
合
わ
せ
た
。

組
み
合
わ
さ
れ
た
立
体
の
形
状
を
観
察
す
る
と
、

中
央
に
配
さ
れ
た
仏
像
の
禁

懸
座
上
面
の
水
平
な
ラ
イ
ン
や
韓
光
の
線
刻
、

仏
像
向
か
っ
て
左
肩
か
ら
膝
ま
で

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
微
か
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
環
げ
る
と
、

中
央

に
配
さ
れ
て
い
た
仏
像
は
座
像
と
推
測
さ
れ
る
。
中
央
に
輸
光
を
伴
っ
た
大
型
の

仏
像
座
像
、

向
か
っ
て
左
に
お
形
光
背
を
伴
っ
た
警
薩
立
像
（合
暮
す
る
姿
）
、

向

か
っ
て
右
に
舟
形
光
背
を
伴
っ
た
菩
産
像
（左
手
に
選
書
の
持
物
）
が
配
置
さ
れ
て

Ｂ

Ｂ

■

■

■

Ｅ

Ｅ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｅ

■

■

■

■

日

Ｅ

日

―

日

―

日

―

―

―

―

日

―

―

日

ロ

ー

Ｅ

日

口

ｒ

ｌ

い
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、

中
央
０
を
主
尊
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
、

向
か
っ
て

左
的
を
右
脇
侍
の
勢
至
苦
薩
像
、

向
か
っ
て
右
い
を
左
脇
侍
の
観
音
苦
薩
像
と
す

る

「阿
弥
陀
三
事
像
」
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

全
じ
菩
薩
像
の
比
較

今
熊
野
槍
の
磨
崖
石
仏
に
つ
い
て
、

勢
室
苦
薩
像
四
の
衣
校
に
脱
れ
が
あ
る
こ

と
、

ま
た
こ
の
蓄
藤
権
と
観
音
普
薩
像
０
の
顔
の
趣
が
鼻
な
る
こ
と
を
複
数
の
研

究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。

仏
像
美
術
史
研
究
者
の
大
西
修
也
は
、

こ
の
勢
至
苦
薩

像
の
崩
れ
に
つ
い
て

「中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
か
つ
山
岳
地
の
作
品
で
あ

れ
ば
、

衣
摺
に
前
素
化
や
く
ず
れ
が
現
わ
れ
た
と
し
て
も
い
た
し
か
た
あ
る
ま
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、

像
の
価
面
観
で
、

腹
部
を
中
心
に
く
の
字
形
を
三
す
る
体
躯
に

は
い
ま
だ
張
り
が
あ
り
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
も
整
っ
て
い
て
実
し（哨
」
と
表
現
し
、

中
央
か
ら
の
ほ
様
を
理
由
の
ひ
と
つ
に
考
え
て
い
る
。

人
尋
和
泉
は
二
嫌
の
仏
像

の
作

（距
に
注
目
し
、

「体
部
に
か
か
る
条
早
、

天
衣
、

実
な
ど
の
駿
の
扱
い
が
な

ぜ
こ
の
様
に
具
な
り
、

こ
の
造
像
形
式
の
差
果
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

阿
弥
陀
三
尊
像
の
両
臨
侍
像
の
こ
の
よ
う
な
形
式
上
の
差
果
は
本
彫
像
で
は
余
り

見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（中
略
▼
」
の
場
合
は
注
文
者
の
意
志
や
手
本
に

な
る
も
の
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

加
え
て
仏
師
の
力
畳
も
無
関
係
と
は

言
え
ず
誌
め
いた
も
の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
型
」
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
人

事
は
阿
弥
略
三
事
と
右
脇
待
に
地
蔵
喜
薩
を
配
す
る
形
式
と
が
重
な
り
合
っ
た
可

能
性
も
示
曖
し
て
い
る
。

左
脇
侍
↑
」
の
場
合
は
観
音
菩
薩
）を
重
ん
じ
る
仏
教
的

思
考
か
ら
、

力
の
あ
る
仏
師
が
左
脇
侍
を
彫
刻
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見

（１１
〉

方
も
あ
る
。

日10で附BXClを担み合わせた3Dデ ータ)
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こ
れ
ら
の
考
祭
を
も
と
に
、

同
じ
作
者
で
あ
れ
ば
違
い
が
出
に
く
い
両
脇
侍
の

加
の
形
状
に
注
目
し
、

比
破
を
行

っ
た
。

観
音
普
蔵
０
は
頭
部
に
破
狙
が
あ
る
た

め
　
頭
部
半
分
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
反
転
さ
せ
て
雌
型
を
作

っ
た
。

両
脇
侍
頭
部
の

性
型
を
、

石
粉
村
上
で
キ
ャ
ス
ト
し
た
（田
ｌｌ
）。
立
体
形
状
を
比
較
す
る
と
、

勢

至
菩
直
的
よ
り
観
音
菩
産
０
の
方
が
若
千
頭
頂
は
高
い
。

観
音
苦
薩
０
の
顔
は
、

切
れ
長
の
日
を
持
ち
　
面
長
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
勢
至
苦
産
的
の
顔
は
ふ

つ
く
ら
と
九
く
、

顎
も
短
い
。
こ
れ
は
彫
刻
制
作
を
専
門
と
す
る
筆
者
か
ら
み
る

と
、

造
形
的
に

「
子
傑
」
の
顔
で
あ
る
。

勢
至
者
確
像
は
市
時
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
状
態
で
あ
り
、

覆
屋
内
の
観
音
苦
薩
像
と
違
い
表
面
形
状
の
度
耗
が
進
ん

で
い
る
。

そ
れ
を
と
し
引
い
て

立
体
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
出
力
し
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
、

中
央
に
配
さ
れ
た

仏
惚
に
つ
い
て
考
察
お
よ
び
似
元
を
行
う
。

前
述
し
た
通
り
、

向
か
つ
て
た
的
を

右
脇
常
の
勢
至
菩
産
像
、

向
か
っ
て
右
０
を
左
脇
侍
の
観
音
者
直
像
、

中
央
０
を

ｉ
い
の
阿
弥
陀
加
来
廊
惚
の
水
跡
が
残
る
も
の
と
す
る
。

中
央
に
大
型
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
と
　
脇
件
に
吉
に
立
像
を
配
し
た
店
崖
石
仏

と
し
て
、

同
じ
北
部
九
州
に
あ
る
口
杵
阿
比
陀
こ
尊
（本
■
石
仏
外
こ
辞
第

一
南
、

一
二
世
紀
）
と
、

今
熊
野
倉
磨
と
私
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
延
応
二
年
曇

一
一四
〇
）
に

作
ら
れ
た
藤
尾
情
崖
仏
、

そ
し
て
英
彦
山
の
銅
の
鳥
肘
横
に
あ
る
加
米
旺
像
（図

一
一
こ
の
道
形
を
参
考
に
し
て
　
復
元
を
試
み
た
。

対
象
的
０
の
光
吉
、

お
よ
び
阿
弥
陀
■
直
像
の
肩
か
ら
実
婚
座
ま
で
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

口
凸
を
別
紙
に
写
し
取
り
な
が
ら
椛
詔
し
た
。

向
か

つ
て
左

上
の
頂
髯
部
分
　
右
側
の
耳
輪
か
ら
三
道
に
か
け
て
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
凹
占
が

残
さ
れ
て
い
る
た
め
、

頭
部
の
ス
ケ
ー
ル
を
確
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
表
面
形
状
を
も
と
に
、

阿
弥
に
如
来
像
を
想
定
し
て
図
像
を
お
い
た
（図
１３
）
０

さ
ら
に
　
対
象
０
の
よ
面
に
阿
弥
陀
仏
庄
惚
と
、

向
か

っ
て
な
側
の
特
光
を
立
作

的
に
夕
元
し
た
（図
１４
）０

復
元
さ
れ
た
阿
弥
陀
惚
の
全
市
は
実
寸
で
約

一
九
人

ｃｎ
、

像
高
は
約

一
三
六

ｍ

と
な

っ
た
。

勢
至
菩
薩
像
的
の
全
高
は
約

一
五
六

伽
、

像
高
は
約

一
一
二

Ｃｍ
で
あ

り
　
阿
弥
陀
加
来
像
の
ス
ケ
ー
ル
は
脇
付
の
昔
驚
惚
の
約

一　

二
倍
で
あ

っ
た
。

阿
弥
陀
加
来
像
の
陽
刻
部
分
の
厚
み
に
つ
い
て
、

残
存
す
る
勢
三
苦
薩
像
い
の

上
部
に
あ
る
彫
刻
を
施
す
前
の
岩
壁
表
面
か
ら
推
測
し
て
み
る
。

昔
麓
像
は
岩
壁

の
レ
ベ
ル
（深
さ
）
か
ら
、

舟
形
挙
身
光
を
四
面
に
彫
り
込
み
、

岩
壁
表
面
と
の
レ

ヽ

　

、

４
　
一

ケ

（
　
ヾ

も
、

や
は
り
観
者
菩
薩
像
制
作

職
　者
の力量
の高
さが際立
って

初
　
い
る
。
し
か
し
双
方
の
苦
蔵
惚

額
　
の体駆
の張り
や、九
みを常

寓
　
び
た
並
顔
の
道
形
か
ら
伝
わ
る

時　瑚中一い脚晦味帥爆陶悔傾

勅
　
は

「童
子
牟
杢
早
偏
仰
と

を
重

購
　
ん
じ
る
英
彦
山
修
焼
道
の
思
想

は
　
を
紡
御
と
さ
せ
る
。

酌
　
　
（三
）阿
弥
陀
如
来
像
の
復
元

計
測
柿
果
的
０
０
を
縮
小
し
、

―- 83 -―
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ベ
ル
差
を
利
用
し
て
警
薩
像
を
陽
刻
し
て
い
る
。

主
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
も
元
々

の
岩
壁
表
面
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
陽
刻
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

岩
壁
に
残
さ
れ
た

光
背
の
表
面
上
の
ア
ー
ル
を
延
長
し
て
想
定
す
る
と
、

町
弥
陀
如
来
像
は
実
寸
約

二
五

卸
以
内
の
深
さ
の
レ
ベ
ル
で
陽
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

務
屋
の

規
音
害
薩
像
０
も
合
わ
せ
た
岩
壁
全
体
の
形
状
を
鑑
み
る
と
、

阿
弥
陀
三
尊
像
は

岩
壁
の
曲
が
り
角
に
あ
た
る
凸
面
を
利
用
し
て
、

主
尊
が
前
に
競
り
出
る
よ
う
に

造
形
さ
れ
て
い
る
。

放
射
繰
状
に
広
が
る
よ
う
に
二
尊
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

実

際
よ
り
大
き
く
迫
力
を
感
じ
さ
せ
る
造
形
的
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
し
か
し
阿
弥
陀
如
来
像
の
み
が
、

薄
く
削
が
れ
た
よ
う
に
紛
失
し
て
い
る

こ
と
に
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。

理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

脇
待
ほ
ど
四
面
に
彫
り

込
ま
れ
て
い
な
い
空
間
に
造
形
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

岩
壁
と
仏
線
の
隙
間
に
雨

水
が
入
り
込
み
崩
壊
し
や
す
く
な

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
廃
仏

駿
釈
の
犠
牲
に
な

つ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

磨
崖
面
向
か
っ
て
右
の
覆
屋
の

観
音
普
薩
像
を
含
む
を
石
は
、
日
測
で
十
二
ｔ
近
く
あ
り
、

落
下
時
の
行
撃
に
よ

る
自
然
崩
壊
の
可
能
性
も
あ
る
。

八
尋
和
泉
は
、

明
治
四
十
七
年
七
月
の
日
付
が
あ
る

「英
彦
山
案
内
記
」
に
今

無
野
篇
の
説
明
と
し
て

「隣
壁
に
三
事
の
影
を
刻
み
」
と
い
う
文
章
が
残

っ
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
、

明
治
期
ま
で
は
阿
弥
陀
三
草
が
残

っ
て
い
た
の
は
な
い
か
と
指

（‐５
）

摘
し
て
い
る
。

筆
者
も
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

廃
仏
鼓
釈
の
時
、

石
像
美
術
全
体
を
砕
く
の
で
は
な
く
、　

一
部
を
破
壊
す
る
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ

る
。

例
え
ば
石
仏
に
つ
い
て
は
首
を
落
と
す
か
、

顔
を
削
ぐ
こ
と
で
破
壊
し
た
と

見
立
て
る
等
で
あ
る
（図
１２
）
０

英
彦
山
の
宝
億
印
塔
の
よ
う
に
、

破
壊
を
先
れ
る

た
め
に
■
を
加
え
た
例
も
あ
る
。

現
在
の
今
熊
野
窟
の
よ
う
な
磨
崖
面
そ
の
も
の

の
崩
落
は
、

近
年
の
自
然
崩
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

や英
彦
山
案

内
記
」
内
の

「影
を
刻
み
」
と
い
う
文
言
に
と
日
し
た
い
。
も
し
阿
弥
に
三
尊
像

が
、

磨
と
面
に
残
存
す
る
勢
至
苦
薩
の
よ
う
に
陽
刻
部
分
が
明
確
に
残

っ
て
い
た

田13て阿弥陀三Ⅲ復元想像日)

図14何 弥陀三単夜元主体)
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な
ら
ば
、

「影
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

明
治
期
の
主
尊
の

阿
弥
陀
如
来
像
は
既
に

「人
為
的
に
削
が
れ
た
状
態
」
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

今

熊
野
窟
で
は
廃
仏
致
釈
の
際

「主
革
を
破
壊
す
る
」
こ
と
で
全
体
を
砿
壊
し
た
と

見
立
て
た
可
能
性
は
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
磨
崖
面
破
損
の
過
程
を
整
理
す
る

と
、

ま
す
層
崖
面
向
か
っ
て
右
の
佃
甘
像
を
含
む
岩
石
が
直
下
に
加
落
し
た
後
、

批
料
り
す
る
形
で
谷
底
に
落
ち
、

般
後
に
苦
雌
像
面
を
底
に
し
て
立
ち
ｉ
が
り
よ

う
に
止
ま
る
。

停
止
直
前
に
膨
刻
面
を
下
に
し
て
立
ち
上
が
っ
た
た
め
、

底
辺
部

に
あ
た
る
観
音
像
の
破
損
が
少
な
い
状
態
と
な
る
。

落
下
の
衝
撃
で
、

中
央
の
阿

弥
陀
如
来
像
跡
を
含
む
岩
石
も
、

磨
崖
面
≡
前
に
（彫
刻
面
を
下
に
し
た
状
態
で
）

崩
落
し
た
、

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

町
弥
陀
如
来
像
の
道
物
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

今
熊
野
箔
磨
崖
仏
は
文

化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

阿
弥
陀
如
来
像
の
破
片
は
既
に
参
拝
者

に
持
ち
去
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

人
考
的
に
時
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

視
野
に
い
れ
、

探
索
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
状
で
は
、

阿
弥
陀
加
来
像

の
形
刻
跡
に
鑑
賀
者
の
足
が
触
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

早
急
な
保
護
が
必
要
で
あ

クつ
。

第
二
章
　
月
輪
大
梵
字

一　
英
彦
山
山
伏
の
芸
術
的
感
性

最
後
に
、

町
弥
陀
三
尊
像
向
か
っ
て
左
に
位
置
す
る
月
輪
大
文
字
の
分
析
を
行

う
。

今
熊
野
宿
に
は
二
つ
の
発
字
が
、

岩
壁
表
面
に
幅
約

一
七
　
五

ｍ
に
わ
た
つ

て
刷
毛
書
菜
研
彫
り
と
い
う
技
法
に
よ
つ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。

前
掲
し
た
岩
壁
の

上
部
に
、

巨
大
な
発
字
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
お
り
、

圧
倒
的
な
存
在
感
と
威
厳

を
放

っ
て
い
る
。

各
交
字
は
磨
崖
面
を
円
形
に

一
段
平
に
彫
り
窪
め
た
月
輸
面
に
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。

発
字
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
Ｖ
年
型
に
線
刻
さ
れ
て
お
り
、

断
面
か
ら
み
る
と

外
側
の
エ
ッ
ジ
を
鋭
く
際
立
た
せ
、

内
側
は
な
だ
ら
か
に
処
理
さ
れ
て
い
る
（図

‐５
）０
そ
の
た
め
、

文
字
全
体
が
か
ま
ぼ
こ
型
に
陽
刻
さ
れ
た
よ
う
に
、

美
し
く

浮
き
出
し
て
見
え
る
。
さ
ら
に
特
徴
的

な
表
現
方
法
と
し
て
　
刷
毛
書

の
線

（資
調
）
の
中
心
に

一
本
の
線
刻
が
施
さ

れ
て
お
り
、

こ
の
線
が
刷
毛
の
家
快
な

動
勢
を
強
調
し
て
い
る
。

中
心
に
あ
る

線
刻
は
、

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
施
さ
れ
た

も
の
よ
り
浅
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

刷
毛
書
の
筆
運
び
の
力
強
さ
と
優
美
さ

が
強
調
さ
れ
た
　
芸
術
性
豊
か
な
造
形

と
い
え
よ
う
。

弘
長
四
年
全

一
一六
四
）
に
英
彦
山
山

伏
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る
清
水

磨
崖
仏
月
陥
梵
字
（鹿
児
島
県
）
の
刷
毛

普
業
研
彫
り
は
、

文
字
の
線
全
体
が
Ｖ

字
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
業
研
彫
り
の
結
字
は
、

高
低
差
と
し
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て
寛
調
の
中
心
が

一
番
深
く
彫
ら
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
、

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
中

心
に
練
刻
を
施
し
て
い
る
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
。

今
熊
野
宿
の
表
現
方
法
は
、

月

結
内
の
面
積
に
対
す
る
文
字
部
分
の
割
合
を
増
や
し
、

よ
り
強
く
勇
猛
な
表
現
を

実
現
し
て
い
る
。

線
の
中
心
に
線
刻
を
施
し
た
今
驚
野
窟
の
発
字
は
、

交
字
真
下

の
窟
か
ら
仰
ぎ
観
て
も
刷
毛
書
き
の
筆
の
動
き
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
（Ｖ

字
型
陰
刻
の
場
合
、

線
の
中
心
を
真
下
か
ら
認
識
す
る
こ
と
は
難
し
い
）。
実
際

に
、

筆
者
は
こ
の
生
字
の
真
下
に
あ
る
結
ま
で
登
り
寛
字
を
見
上
げ
た
が
、

党
字

内
の
中
心
に
あ
る
線
刻
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
初
ど
の
位
置
か
ら
遣
拝

し
て
い
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
月
盤
大
究
字
は
視
野

角
度
が
狭
い
位
置
か
ら
で
も
、

刷
毛
書
き
の
美
し
さ
を
堪
能
で
き
る
優
れ
た
意
匠

で
あ
る
。
こ
の
意
匠
上
の
工
夫
に
は

「陰
形
の
効
果
」
を
熟
知
し
た
英
彦
山
山
伏

独
特
の
芸
術
的
悪
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
技
法
は
制
作
上
の

労
力
に
つ
い
て
も
、

彫
り
込
む
量
の
軽
減
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
視
野
角

度
に
配
慮
し
つ
つ
、

平
担
な
地
形
が
殆
ど
な
い
今
熊
野
篇
に
お
い
て
作
業
効
率
を

あ
げ
、

か
つ
党
調
の
占
め
る
割
合
を
広
げ
る
効
果
が
あ
る
。

刷
毛
誉
き
票
研
彫
り
と
し
て
発
調
が
Ｖ
字
に
陰
刻
さ
れ
た
中
央
の
稜
線
は

「筆

先
」
が
通
る
道
筋
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、

中
心
よ
り
や
や
瑞
に
寄
っ
て
刻
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

究
字
の
構
成
要
素
と
し
て
空
点
お
よ
び
涅
薬
点
（磨
崖

驚
字
で
は
四
角
形
で
表
現
さ
れ
る
場
合
が
終
哨
）
を
打
つ
場
合
は
、

四
角
の
頂
点

か
ら
稜
繰
が
中
心
に
向
か
っ
て
伸
び
、　

一
番
深
い
レ
ベ
ル
で
稜
線
が
結
ば
れ
る
こ

と
に
な
る
。

言
い
換
え
れ
ば
こ
の
稜
線
は
、

四
角
の
頂
点
を
結
ぶ

「
×
印
」
状
の

対
角
線
と
し
て
存
在
す
る
（図
１６
）
０　

一
方
、

線
刻
で
表
現
さ
れ
た
今
旅
野
窟
月
輸

大
発
字
に
お
け
る
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
紅
子
の
空
点
、

ま
た
釈
迦
如
来
種
子
の
混

奨
点
に
は
、

各
辺
の
中
点
を
結
ぶ

「十
年
」
の
線
刻
が
刻
ま
れ
て
い
る
（図
１７
）
ｏ

こ
の
月
輸
大
究
字
の
点
の
線
刻
は
漢
字
表
記
の

「
田
」
の
よ
う
に
、

分
割
さ
れ
た

各
要
素
が
四
角
形
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
と
な

つ
て
い
る
。

今
熊
野
篇
の
究
字
は
Ｖ
字

型
の
刷
毛
書
き
案
研
彫
り
の
稜
線
の
再
現
で
も
な
く
、

筆
先
の
通
り
道
で
も
な
い
。

も
し
対
角
線
を
結
ぶ
×
印
の
線
刻
を
刻
ん
だ
な
ら
ば
、

線
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る

形
は
三
角
形
に
な
り
、

鋭
利
で
繊
細
な
印
象
に
な
っ
て
し
ま
う
。

今
葉
野
痘
の
空

点
、

浬
柴
点
に
お
け
る
十
年
型
の
線
刻
表
現
は
、

勇
猛
な
表
現
を
目
指
す
英
彦
山

山
伏
の
意
図
と
必
然
性
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

|

図16G木 磨崖仏月輸大轟亭

釈週如来〉直径115cm、

推定祭倉時代、1資本県

団17● 熊野宮 釈 連如来)
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二
　
制
作
工
程

こ
れ
ら
の
月
離
大
究
字
は
、

ど
の
よ
う
な
足
場
を
確
保
し
て
制
作
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。

発
字
下
部
の
崖
は
、

鳥
居
が
あ
る
平
坦
な
道
に
層
く
ま
で
約
六
〇

ｍ
続

い
て
い
る
。

足
場
を
組
む
と
す
れ
ば
、

崖
の
途
中
に
穴
を
穿
ち
、

土
台
と
な
る
竹

も
し
く
は
木
材
を
差
し
込
む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
巨
岩
信
仰
が
あ
る
英
彦
山
に

お
い
て
、

積
極
的
に
施
行
の
跡
を
磨
崖
面
に
残
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、

発
字
真
下
の
窟
を
利
用
し
て
足
場
を
組
ん
だ
可
能
性
が
高

い
。

寛
字
が
岩
は
凝
灰
岩
の
上
に
安
山
岩
が
積
層
さ
れ
て
お
り
、

月
輸
大
究
字
や

層
崖
石
仏
像
は
安
山
岩
部
分
に
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

下
部
の
凝
灰
岩
部
分
は
柔
ら

か
く
侵
食
さ
れ
や
す
い
た
め
、

安
山
岩
と
の
境
目
が
帝
状
に
棋
れ
た
倉
に
な
っ
て

い
る
。

磨
崖
面
向
か
っ
て
左
（釈
迦
如
来
）と
中
央
の
発
字
（胎
蔵
界
大
国
如
来
）
下

部
の
篇
は
繋
が

っ
て
い
る
。

向
か
っ
て
右
の
発
字
（阿
弥
陀
如
来
）手
前
で
帯
状
の

窟
が
進
切
れ
、

垂
直
の
岩
壁
が
切
り
立

っ
て
い
る
。

そ
の
ま
ま
磨
崖
面
の
右
側
面

に
目
を
移
す
と
、

同
じ
高
さ
か
ら
水
平
方
向
に
市
状
の
績
が
再
開
し
、

銘
文
と
勢

至
音
産
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
岩
壁

へ
と
続
く
。

「英
彦
山
流
記
」
に

「今
熊
野
宿
に
は
通
り
衛
と
腰
窟
が
あ
り
、

腰
網
に
は
十

手
観
音
を
毒

っ
て
い
た
。

人
間
（約

一
五

ｍ
）
に
わ
た
る
伽
藍
が
業
か
れ
て
」
型
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、

本
来
は
常
状
の
窟
が
右
の
発
字
下
ま
で
続
い
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

阿
弥
陀
如
来
の
究
字
部
分
は
三
文
字
の
中
で
最
も
前
面
に
せ
り
出
し

て
お
り
、

衛
が
続
い
て
い
な
け
れ
ば
足
場
の
確
保
は
難
し
い
。

阿
弥
陀
如
来
の
発

字
向
か

っ
て
右
か
ら
始
ま
る
水
平
方
向
の
倉
の
天
丼
部
分
と
底
面
に
、

約

一
五
師

の
四
角
形
の
穴
が
多
っ
て
あ
る
（図
１８
）
ｏ

石
彫
の
専
門
家
に
よ
る
と
、

こ
こ
に
角

材
を
立
て
、

テ
ラ
ス
の
よ
う
に
足
場
を
張
り
出
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
発
字
制
作
を

行

っ
た
か
、

も
し
く
は
覆
屋
を
建
設
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ（迎
。
こ
の
部
分
か
ら
岩
壁
向
か
っ
て
右
方
向
に
約

一
五

ｍ
進
む
と
、

■
水
合
の

よ
う
に
人
あ
的
に
彫
ら
れ
た
四
角
形
の
大
（約
二
〇
前
）
が
あ
り
石
清
水
が
蓄
え
ら

れ
て
い
る
。

前
述
の
英
彦
山
流
記
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、

層
崖
面
向
か
っ
て

左
二
文
字
の
月
論
梵
字
直
下
の
水
平
方
向
の
倉
を

「通
り
窟
」
、

銘
文
が
存
在
す

る
岩
壁
下
部
の
窟
を

「腰
窟
」
と
呼
び
、

腰
痘
に
懸
造
（か
け
づ
く
り
）
の
建
築
物

を
造
り
、

最
奥
に
千
手
観
音
像
を
奉

っ
た
光
景
が
想
像
さ
れ
る
。

覆
屋
の
観
音
菩
麓
像
の
光
背
部
分
に
、

幅
約

一　

五

伽
の
望
跡
が
複
数
確
認
で

き
た
。

石
彫
に
お
い
て
平
面
部
分
を
整
え
る
工
具
と
し
て
羽
ト
ン
ポ
を
使
用
す
る

が
、

そ
れ
に
し
て
は
切
削
跡
の
幅
が
狭

い
。

凹
面
を
平
面
に
整
え
る
と
い
う
雌

し
さ
も
あ
り
、

羽
ト
ン
ポ
で
は
な
く
指

幅
程
の
平
墜
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

実
際
に
今
熊
野
窟
付
近
に
あ

っ
た

約
二
〇
前
の
岩
石
（安
山
岩
）を
、

石
彫

家
に
彫

っ
て
も
ら
つ
た
（図
１９
）ｏ
ま
す

練
刻
の
中
心
と
な
る
溝
を
彫
り
、

瀞
に

向
か
つ
て
約

一
Ｃｍ
間
隔
で
左
右
か
ら
撃

を
入
れ
る
。

長
さ

一
〇

ｍ
の
線
刻
を
制

作
す
る
の
に
所
要
時
間
は
二
～
三
分
で

あ

っ
た
。

切
削
後
、

水
と
と
も
に
石
彫

図18《今態野題内の穴)



面
を
砥
石
で
研
ぐ
行
程
が
入
る
。

足
場
と
水
が
確
保
で
き
れ
ば
、

熟
練
し
た
石
エ

な
ら
ば

一
つ
の
生
字
を

一
ヶ
月
程
で
彫
り
■
げ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

つ
た
。
も
ち

ろ
ん
、

こ
の
規
模
の
月
輸
大
発
字
を
制
作
す
る
た
め
に
は
、

複
数
の
制
作
者
が
関

わ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

柔
彦
山
山
伏
が
制
作
し
た
と
さ
れ
る
鹿
児
島
県
の
清
水
月
輸
大
究
字
は
、

現
れ

た
彗
昼
を
凶
兆
と
し
弘
長
四
年
全

一
一六
四
Ｙ
一月
に
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

古
代
空
を
精
査
し
た
上
村
純

一
は
、

こ
の
彗
星
は

一
二
六
四
年
七
月
か
ら

一
二
月

ま
で
の
比
較
的
長
い
期
間
現
れ
た
と
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

清
水
月
輸
大
梵
字

は
史
実
に
記
さ
れ
て
い
る
期
日
よ
り
五
ヶ
月
も
前
に
、

制
作
が
完
了
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

弘
長
年
間
は

〓
二
六
四
年
二
月
二
八
日
に
文
永
に
改
元
さ
れ
て
お
り

銘
文
の
期
日
記
載
の
関
連
い
は
考
え
ら
れ
な
い
。

英
彦
山
山
伏
が
彗
星
に
い
ち
早

く
気
づ
い
た
と
し
て
も
、

清
水
磨
崖
仏
ま
で
直
線
距
離
約
二
四
〇
肺
の
道
の
中
を

移
動
す
る
日
数
を
鑑
み
る
と
、

充
分
な
制
作
時
間
を
割
い
て
い
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

何
か
の
果
変
に
対
し
て
素
早
く
反
応
し
、

行
動
す
る

こ
と
に
価
値
を
置
く
英
彦
山
山
伏
た
ち
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

実
際
の
彗
星
で

は
な
く
、

当
時
の
社
会
不
安
そ
の
も
の
を

「凶
兆
」
と
し
て
表
現
し
た
可
能
性
も

皆
無
で
は
な
い
。

月
輸
大
究
宇
の
中
央
の
発
字
（胎
蔵
界
大
日
如
来
）
の
下
部
に
あ
る
窟

へ
の
ル
ー

ト
は
、

現
在
崩
落
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

崖
を
直
接
登
り
踏
査
を
行

っ

た
と
こ
ろ
、

衛
に
は
床
面
と

一
体
化
し
た
約
二
〇
前
の
岩
石
が
あ
っ
た
（図
如
）。

こ
の
岩
石
と
大
日
如
来
月
輸
大
党
字
の
中
心
軸
は

一
致
し
て
い
る
。

窟
を
大
工
的

に
作
ら
な
け
れ
ば
、

岩
石
を
こ
の
場
所
に
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
と
も

と
宿
の
中
に
あ
っ
た
突
起
物
に
山
伏
達
が
神
秘
的
な
力
を
感
じ
、

そ
の
真
上
に
月

輸
大
究
字
の
主
部
を
配
し
た
か
、
も
し
く
は
制
作
用
の
足
場
を
設
置
す
る
目
的
で

こ
の
突
起
物
を
人
格
的
に
彫
り
出
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
磨
崖
面
向

か
っ
て
左
に
位
置
す
る
釈
迦
如
来
の
策
字
下
の
窟
に
は
、

こ
の
よ
う
な
突
起
物
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

二
　
月
輸
大
策
字
の
ス
ケ
ー
ル
の
比
較

英
彦
山
流
記
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、

今
熊
野
窟
の
三
つ
の
月
輸
大
交
字
の

中
心
は
始
蔵
界
大
日
如
来
（ア
ー
ン
ク
）向
か
っ
て
左
が
釈
迦
加
来
（バ
ク
）
、

右
が

阿
弥
陀
如
来
（
ア
、

ま
た
は
キ
リ
ー
ク
）と
な
り
、

英
彦
山
の
本
地
壬
逆

「
中
岳

千
手
続
音
、

北
岳
　
阿
弥
陀
如
来
、

南
岳
　
釈
迦
如
来
」
と

一
致
し
な
い
（図
２‐
）。

熊
野
三
山
の
本
地
垂
逆

「本
官
大
社
　
阿
弥
陀
如
来
、

速
工
大
社
　
薬
師
如
来
、

那
智
大
社
　
千
手
観
音
」
と
も

一
致
せ
ず
、

今
熊
野
宿
に
こ
れ
ら
の
発
字
が
配
さ

図19て制作方法の検肛)
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れ
た
意
図
は
定
か
で
は
な
い
。

今
性
野
宿
の
月
輸
大
究
字
の
肛
年
の
選
択
や
配
世
に
関
し
て
、

明
に
な
根
拠
を

示
す
資
＝
は
存
在
し
な
い
が
　
斉
藤
彦
松
の
社
字
研
究
の
中
で
　
最
も
信
抑
を
薬

め
た
人
仏
を
選
定
し
て
配
記
し
た
も
の
が
な
殺
。

斉
藤
に
よ
る
と
、　

一　
中
央
日

本
仏
教
根
本
■

「大
国
加
来
、

釈
迦
加
来
」、
二
　
二
大
信
抑
仏

「英
師
如
来
、

阿
弥
陀
加
米
」
、

三
　
二
大
■
仰
学
蔵

「地
賦
■
薩
、

慨
世
ヤ
■
薩
」
、

四
　
ユ
大

護
法
尊

「見
沙
門
天
（多
聞
天
）
、

不
動
明
二
」
と
分
類
さ
れ
る
。

根
本
仏
が
最
も

重
要
度
が
高
く
　
順
を
追

っ
て
協
に
配
さ
れ
る
。
こ
の
重
要
度
を
参
考
に
す
る
と
、

今
性
野
納
の
月
鞠
蛇
字
は
担
本
仏
二
つ
と
、

情
抑
仏

一
つ
を
配
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

中
央
に
胎
蔵
界
大
日
如
来
を
配
し
て
い
る
こ
と
は
　
峰
入
り
の
際
、

実
彦

山
が
胎
世
界
と
見
ヤ
て
ら
れ
た
こ
と
に
関
係
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら

現
時
点
で
わ
か
る
こ
と
は
、

月
臨
大
生
字
の
制
作
を
図
は
本
地
垂
逆
に
倣
う
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
個
の
辻
形
は
　
よ
り
大
き
な
枠
組
み
の
世

界
観
に
お
い
て

「英
彦
山
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
を
や

つ

て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
の
月
臨
大
従
字
は
左
右
に
世
さ
れ
た
究
字
の
大
き
さ
が
を
十
述
う
。

各
梵

字
の
直
径
を
測
る
た
め
、

ス
ケ
ー
ル
と
と
も
に
空
機
し
、

キ
ャ
ド
ソ
フ
ト
で
３
Ｄ

デ
ー
タ
化
を
行
っ
た
（図
２２
）
ｏ

そ
の
結
果
、

胎
蔵
界
大
日
抑
来
は
直
径
約
二
大
九

ｍ
（約
九
尺
）釈
迦
如
水
は
に
在
約
二
二
人

ｍ
（約
ｔ
尺
七
十
）
阿
弥
陀
如
米
は
止
往

約
二
〇
〇

伽
（約
六
尺
七
寸
）
と
な

っ
た
。

中
心
と
Ｌ
の
生
字
の
直
径
の
と
は
四
〇

ｍ
（約

一
二
ヤ
）

左
の
発
字
と
右
の
も
の
と
の
と
は
二

一
Ｃｍ
（約
八
寸
）と
な
り
、

各
月
輸
大
統
年
に
意
図
的
に
ス
ケ
ー
ル
の
遠
い
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

清
水
磨
営
仏
の
月
盛
大
発
年
に
も
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
事
例

は
不
≡
な
彗
上
（計
斗
２
）を
封
じ
込
め
る
た
め
に
、

彗
ユ
を
表
す
筑
字
（ケ
ー
）を
、

よ
り
直
後
が
大
き
な
業
師
如
来
（バ
イ
）と
不
動
切
工
（カ
ー
ン
）
の
発
年
が
挟
む
よ

う
に
配
さ
れ
て
い
る
。

英
彦
山
今
熊
野
宿
の
場
合
、

中
央
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
の

田21(今 伸野宮月輸大充字)
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究
字
が
最
も
大
き
く
、

こ
の
北
字
向
か

っ
て
左
の
釈
迦
如
来
の
方
が
、

右
の
阿
弥

陀
如
来
よ
り
も
大
き
い
。

今
性
野
続
で
は
、

中
央
の
胎
蔵
界
大
日
加
来
の
発
字
が

最
も
重
要
だ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
統
字
は
全
剛

界
曳
奈
羅
世
界
で
あ
る
宝
満
山
に
対
し
て
、

実
彦
山
全
体
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
左
右
の
生
字
の
ス
ケ
ー
ル
の
と
の
根
拠
は
定
か
で
は

な
い
。

顕
竹

一
致
を
説
く
大
●
竹
教
の
杉
恕
か
ら
、

釈
迦
如
来
は
大
国
如
米
と
並

ぶ
根
本
仏
と
し
て
、

阿
弥
陀
抑
来
よ
り
大
き
く
表
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

形

而
■
的
な
観
点
と
は
別
の
視
点
に
な
る
が
、

今
熊
野
倉
に
上
る
道
が
月
輸
大
発
字

向
か

っ
て
右
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

遥
拝
す
る
場
所
か
ら
の
パ
ー
ス

（遠
近
法
）を
考
慮
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
磨
崖
石
仏
群
の
思
想

的
甘
■
に
つ
い
て
は
　
今
後
も
調
査
と
考
察
を
五
ね
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
化
に
よ
る
英
彦
山
今
熊
野
宿
の
磨
崖
石
仏
お
よ
び
月
輸
大

発
字
の
調
査
分
析
を
行

っ
た
。
ま
ず
　
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
っ
て
計
測
し

た
デ
ー
タ
か
ら
、

磨
崖
石
仏
杖
の
銘
文
の
解
説
を
試
み
た
。

陰
刻
さ
れ
た
部
分
を

複
数
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
確
認
で
き
る
と
い
つヽ
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
利
古
をヽ
活
か
し
て
、

判
読
可
能
文
字
を
三
文
字
増
や
し
た
。
ま
た
前
落
し
た
岩
石
群
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を

縮
小
し
て
立
体
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
し
　
破
損
前
の
形
状
の
復
元
を
行

っ
た
。

そ

の
結
果
、

磨
画
面
に
残
さ
れ
た
努
至
苦
庭
像
、

粧
Ｅ
内
の
観
音
普
薩
像
を
両
陥
侍

と
す
る
阿
弘
性
如
来
妊
惚
が
、

助
落
し
た
岩
石
の
衣
面
に
全
高
約

一
九
人

ｃｍ
、

像

高
約

一
三
六

ｃｍ
の
ス
ケ
ー
ル
で
彫
刻
さ
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
に
辿
り
若
い
た
。

阿
弥
陀
三
尊
像
は
岩
壁
の
曲
が
り
角
に
あ
た
る
凸
面
を
利
用
し
て
　
ｉ
草
が
前
に

競
り
出
る
よ
う
に
進
形
さ
れ
て
い
た
。

放
射
線
状
に
広
が
る
よ
う
に
三
離
が
に
世

さ
れ
て
お
り
　
彫
刻
の
占
有
空
間
を
広
げ
る
た
め
の
造
形
的
な
工
大
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

阿
弥
陀
三
尊
像
に
関
し
て
は
、

主
事
の
阿
弥
略
如
来

像
の
陽
刻
部
分
の
破
片
を
探
索
す
る
と
い
う
重
要
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

芸
術
的
観
点
か
ら
の
工
夫
は
、

今
推
野
宿
の
月
輸
大
統
字
の
彫
刻
方
法
に
も
み

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
究
字
群
は
■
調
の
中
心
部
に
組
刻
を
施
す
な
ど
、

英
彦
山
独

特
の
力
強
い
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
刷
毛
書
き
菜
研
彫
り
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

石
彫
の
専
門
家
に
作
業
を
再
現
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

月
輸
大
発
字
の
制
作
方
法

や
制
作
期
間
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
た
。

英
彦
山
山
伏
が
彫
刻
し
た
と
さ
れ
る

情
水
暗
崖
仏
月
輪
究
字
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

大
体
の
動
き
に
意
仙
的
な

英
彦
山
山
伏
連
が
、

事
態
に
家
早
く
反
応
　
行
動
す
る
こ
と
に
価
値
を
置
く
姿
を

見
出
し
た
。
さ
ら
に
月
輸
大
梵
年
に
つ
い
て
、

空
中
撮
影
に
よ
る
撮
影
と
、

そ
の

画
像
処
理
に
よ
っ
て
３
Ｄ
デ
ー
タ
化
を
行
い
、

月
輪
面
の
直
径
の
計
測
を
行

っ
た
。

二
つ
の
月
輪
寛
字
は
中
央
の
胎
武
界
大
日
如
来
の
発
字
が
最
も
大
き
く
、

次
い
で

磨
崖
而
向
か
っ
て
左
の
釈
迦
如
来
と
続
き
、

向
か
っ
て
右
の
阿
ホ
陀
加
米
は
☆
も

小
さ
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
の
根
拠
に
つ
い
て
は
推
測
の
城
を

出
な
い
が
、

重
要
度
の
違
い
を
表
現
し
て
い
る
か
　
も
し
く
は
蓬
拝
す
る
位
置
を

配
慮
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

３
Ｄ
デ
ー
タ
化
に
よ
る
磨
崖
仏
の
計
測
は
、

現
在
の
状
態
を
留
め
る
保
存
用
資

料
に
留
ま
ら
ず
、

制
作
時
の
状
況
を
推
測
す
る
た
め
の
工
要
な
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

廃
仏
披
釈
や
風
化
に
よ

っ
て
破
壊
が
す
す
む
修
欧
道
実
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４
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

―

ロ

ロ

ー

ロ

ロ

ー

ー

ー

ロ

ロ

ロ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

術
（特
に
磨
崖
仏
）を
研
究
す
る
上
で
、

二
次
元
計
測
に
よ
る
研
究
方
法
は
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
　
様
々
な
三
次
元
測
定
機
朴
や

方
法
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
難
点
に
つ
い
て
充

分
精
査
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

測
定
方
法
自
体
の
比
較
研
究
を
行
い
な
が

ら
、

調
査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
計
測
を

行
い
、

各
計
測
方
法
に
つ
い
て
の
比
数
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

日
伝
を
旨
と
し
文
献
資
料
が
少
な
い
修
験
道
文
化
で
は
あ
る
が
　
当
時
の
精
神

性
は
造
形
の
中
に
加
実
に
残
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
九
州
各
地
の
磨
崖
仏
の
地
理

的
な
関
係
性
に
洗
日
し
、

道
形
物
か
ら
対
測
さ
れ
る
芸
術
的
意
図
と
文
化
観
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
今
熊
野
窟
月
輸
大
梵
宇
や
市
水
磨
崖
仏
月

輪
発
字
、

清
水
磨
崖
仏
と
作
風
が
近
似
し
て
い
る
青
木
磨
崖
仏
月
輸
売
字
（驚
本

県
）等
の
造
形
的
な
特
徴
の
饗
が
り
か
ら
、

ほ
ほ
九
州
全
城
に
広
が
っ
て
い
た
鎌

倉
時
代
の
大
彦
山
修
験
道
文
化
と
、

地
理
的
な
連
側
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た

い
。こ

れ
ら
の
修
験
道
美
術
造
立
時
期
は
、

モ
ン
ゴ
ル
岳
に
よ
る
高
躍
工
朝
、

お
よ

び
商
宋
へ
の
侵
攻
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

交
易
に
よ
っ
て
大
陛
文
化
が
流
入
す
る

一

方
で
、

そ
の
を
成
が
加
持
祈
結
を
行
う
英
彦
山
修
験
の
需
要
を
高
め
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

英
彦
山
修
験
者
は

「歩
き
」
、

彫
刻
を

「刻
む
」
と
い
う
行
為
に
よ

っ
て
、

神

聖
な
る

「自
然
環
境
」
と
軸
く
結
び
つ
い
て
い
つ
た
。

危
険
旦
つ
過
酪
な
環
境
に

お
い
て
制
作
さ
れ
た
磨
崖
石
仏
群
は
、

修
験
者
が
野
外
で
活
動
す
る
姿
そ
の
も
の

が
　
他
者
故
済
に
栄
が
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

駐（１
）

添
日
町

「派
出
町
歴
史
的
文
化
進
蔑
活
用
ま
ち
づ
く
り
基
本
柳
想
」
二
〇

一

一
一　
二
四
頁

（２
）

八
尋
和
泉

「今
蕉
野
有
の
事
禎
二
年
銘
磨
度
仏
」
「英
彦
山
修
験
道
館
展
示
資

料
」

一
九
人
七
　
一二
〓
買

〈３
）

０
前
指
書
三
工
頁

（４
）

国
土
地
理
院
提
供

「
抵
離
と
方
位
角
の
計
算
式
」
に
よ
る

（５
）

朝
日
新
聞
田
部
本
社

「英
彦
山
発
掘
」
葦
曽
房
　
一
九
人
三
　
一
七
～
二
〇

買

０
前
掲
書
三
七
貫
お
よ
び
０
前
掲
書
人
人
買
を
参
考
に
し
た
。

０
前
掲
書
人
九
頁

大
西
修
也

「磨
崖
石
仏
と
金
剛
如
来
立
像
」
０
前
倒
営

一
一
〇
東

人
事
和
亮
は

「
こ
の
者
薩
換
の
天
衣
や
装
の
処
理
を
み
る
と
、

開
い
た
胸
元

に
天
衣
に
沿
っ
て
襟
縁
が
あ
る
よ
う
に
彫
ら
れ
、

腹
前
で
Ｗ
字
形
を
つ
く
る
な

ど
　
意
味
不
明
の
写
し
崩
れ
と
み
ら
れ
る
状
況
を
み
せ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

の
前
掲
彗
二
九
頁

０
前
拒
書
四
〇
頁

井
形
進
（九
州
歴
史
資
料
館
字
芸
員
）
か
ら
の
如
設
提
供
。

他
に
も
長
野
覚
（日

本
　
山
ｉ
修
欧
道
学
会
順
阿
）、
岩
本
敦
之
〈派
田
町
役
場
）か
ら
知
馳
犯
供
を
得

て
い
る
。

「調
査
報
告
会
」
二
〇

一
三
十
九
月
二
〇
日
派
田
町
役
場

（‐２
）

「
（彦
山
に
お
け
る
）
天
童
は
こ
辺
の
和
的
存
在
に
な
っ
た
り
、

多
く
の
機
能
を

も
つ
童
子
に
も
な
つ
て
い
る
」
中
野
幡
能

「対
馬
に
お
け
る
山
ｉ
信
仰
」
「央
彦

9 8 7 611  10
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山
と
九
州
の
修
助
道
」
名
者
出
版
　
一
九
七
七
　
五
七
四
買

（‐３
）

（大
か
県
臼
杵
市
）制
作
年
代
の
表
記
に
関
し
て
は
次
の
考
資
を
参
考
に
し
て

い
る
。

飯
沼
賞
司

「些
後
石
■
道
立
の
歴
史
的
背
景
―
中
世
成
立
期
の
当
後
国

の
位
置
付
け
と
関
連
し
て
―
」
「臼
杵
石
仏
よ
み
が
え
っ
た
磨
崖
仏
」
吉
川
弘
文

結
　
一
九
九
二
年
　
九
四
～

一
一
〇
頁

（‐４
）

（滋
賀
県
大
津
市
成
光
寺
）
肖
さ
抑
×
幅
帥
伽
の
花
問
岩
を
用
い
て
　
阿
弥
陀

三
れ
像
、

地
蔵
告
薩
立
像
、

小
像
二
班
を
配
世
し
，
上
信
仰
を
表
し
て
い
る
。

石
■
道
　
水
藤
真
監
修

『石
仏
と
石
塔
』
山
川
出
版
社
　
一
一〇
〇

一　
　
一
九
買

（
い
）

り
前
掲
書
二
人
頁

（
‐６
）

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
い
Ｕ
８
●
す
に
よ
る

（
‐７
）

門
九
州
市
に
あ
る
消
水
店
崖
石
化
は
高
さ
二
〇

ｍ
、

幅
四
〇
〇

ｍ
の
厚
風
の

よ
う
に
切
り
立
っ
た
浩
結
凝
灰
告
の
岩
壁
に
工
輪
塔
や
月
輪
生
字
な
ど
の
層
崖

仏
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

月
輪
大
発
年
二
文
字
の
横
の
二
文
字
と
銘
文
は
刷
落

し
て
い
る
が
　
■
政
年
間
に
編
祭
さ
れ
た
河
逆
名
勝
誌
に
は
銘
文
の
内
容
が
残

っ
て
お
り
　
弘
長
四
年
Ｅ

一
一六
四
）
に
彦
山
山
伏
に
よ
っ
て
彫
刻
さ
れ
た
と
あ

る
。

資
料
閲
覧
協
力
　
南
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（ｌＳ
）

胎
蔵
界
大
日
如
来
の
場
合
　
竺
点
の
下
に
三
日
月
型
の
荘
厳
点
を
つ
け
る
。

二
点
並
ぶ
も
の
を
浬
架
点
と
い
う
。

練
芸
舎
編
集
部
編

『究
■
入
門
』
続
芸
合

一
九
六
七
　
一二
十
四
頁

〈
‐９
）

添
日
町
役
場

『彦
山
流
記
　
町
　
彦
山
様
起
』
草
書
房
　
一
九
九
二
　
五
ｔ

十
二
九
頁

〈２０
）

石
彫
家
　
坂
本
消
人
（福
岡
教
育
大
学
討
師
）
か
ら
の
知
識
提
松
。

（ユ
）

■
村
れ

一
「魔
児
島
県
満
永
磨
崖
仏
群
月
輪
大
生
字
遣
立
助
図
に
関
す
る

一

考
祭
」
「人
類
史
研
究
第
９
，
』
欺
文
竺
　
一
九
九
七
　
十ハ
頁

（２
）

英
彦
山
か
ら
清
水
磨
崖
仏
ま
で
の
直
線
距
離
は
　
国
二
軌
理
院
測
宣
検
索
サ

イ
ト
よ
り
取
得

（舞
）

斉
藤
彦
松

「清
水
磨
崖
工
大
究
字
」
「高
九
州
の
石
塔
第
９
乏

南
九
州
石
塔

研
究
会
　
一
九
九
七
　
一
人
頁

（２
〉

大
宣
律
令
（七
〇

一
年
）
か
ら
永
五
年
間
こ

五
〇
四
年
～
）
頃
ま
で
の
小
尺
二

九
　
六

伽
を
元
に
算
出
。

＊
几
例
　
Ｈ
は
高
き
　
Ｗ
は
幅
を
表
す
。

（画
像
は
全
て
筆
者
撮
影
）

（と
も
た
り
　
み
か
こ
　
九
州
大
学
芸
術
工
学
研
究
院
准
教
授
〉
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